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参加者 参加者
　別子中学校　校長高須賀氏 馬越ﾘｰﾀﾞｰ、菅事務局長

ネットワーク

講演開始は、１３時２５分といたします。

・ 指導開始挨拶、ｸﾞﾙｰﾌﾟ分け　→　事前に学校にて4ｸﾞﾙｰﾌﾟ分けが完了している。

・

・ ＨＵＧ研修 ・ リーダー、読み手、書き手を決める。 衣川氏より読み手の説明。 ・ ＨＵＧ研修の感想

・ 体育館内の通路、受付場所を決める。 ・

・ カード読み上げ開始

２班については全数完了。残り班は162枚、217枚
・

・ ＨＵＧ研修後質疑・回答

・ 旅行者について →

・ → ・

・ →

・ 講師寸評 ・

また、別子は災害が起こると様々な困難が起こるので、そのための具体的な対策も考えていきたいです。災害はいつ起
きるか分からないので、しっかるりと準備しておきたいです。

防災訓練等指導内容

　　学校機材を貸与

令和４ 年１２月１９日

講師：馬越

・準備品について

・ テーブルへの振り分けは、学校にて行う。

地震バージョン　１２０分

今日のＨＵＧ講座はとても難しかった。まず,何百人もの人をすぐに、どんな場所に避難させるのかをすぐに判断するの
が難しかった。いろんな事情を抱えた人が一斉に来たので、とてもパニックになった。

なので、まず作戦会議の時に「ペットを飼っている人は○○の部屋」「○○の人はここの部屋」とあらかじめきめてお
いたら、もっとスムーズにできたと思う。他にもいろいろな課題があったので、いざというときにスムーズに行える様
に考えていきたい。

四国災害８８景による別子大水害（M32年）、新居浜台風水害（H16年）等の説明を行い災害
の状況等を説明。

別子中学校

避難所に来た200人くらいの人にどう対応するか迷いました。ＨＵＧ講座を終えて、実際にやっておいて良
かったと感じました。僕も実際に避難所を運営する日が来るかもしれません。それを想定して働くこともこ
れから必要になるとおもうので、今回の講座は良い経験になりました。

今日のＨＵＧ講座では実際に災害が起きた時を想定することが出来ました。防災よりも減災を優先して、実際に災害が
おきたときは、地域のひとを助けたり、力仕事をして力になったりしたいです。

教材（カード）、ＰＣ

・ 当日は、１３時に集合して、会場準備を行う。

１２月１９日　月曜日　13時25分～16時25分

　社会福祉会館

衣川　裕二

・参加者予定

フｱシリテーター：菅

雑材　不足品等については学校にて準備

設備（マイク、スクリーン）については

研修者

・研修日時

・場所

菅　秀臣

事前打合せ

日　時　令和４年１１月２２日　火曜日　１７時３０分～１８時３０分 場　所

研　修
日　時

寮生が避難所運営に参加出来るか？体験する。自分の事として
考える事ができるようにしたい。

研　修
対象者

別子中学校　１～３年生１7名
職員６名

　令和４年１２月１９日　月曜日
２3人

４ﾃｰﾌﾞﾙ
研修
人数

研　修
団体名

新居浜市立別子中学校 住  所 　新居浜市別子山甲３５８ 電話 ６４－２１１５

行き先の確認。旅行者であれば
運動場でバスの中で待機する。

本部をどこに設置
するのか？

今回は、ステージに設置。重要
な判断が必要であり、全体が見
える場所が良い。

正しい情報、デマ
情報について

集約して情報を出す。必要でな
いものは掲示しなくてもいいの
ではないか。

　別子中学校　体育館
研　修
目　的

ﾈｯﾄﾜｰｸ

馬越　　健

・講習内容

中萩公民館
主事補阿部幸子

別子中学校　全学年・教職員

最初に、ＨＵＧ講座と聞いて「なにそれ」と思ってました。なので［ＨＵＧ」は「避難所運営ゲーム」の略と聞いて驚
きました。
いざやってみると、難しかったです。私は、Ｂ班の書き手だったのですが、なかなか情報整理が追い付かず、あとの方
になってから手伝ってもらいました。終わった後、Ｃ班や先生班のボードを見るとすごく簡素にまとめられていて。見
習いたいなと思いました。

オブザーバー

研　修
場　所

別子中学校は、市内中学校とは違い立地条件及び避難者地域が
異なり避難所運営にも異なることが多くあります。
地域に特化した避難所運営にも気配りが必要となります。連絡
道路が被災対象になれば、陸の孤島になります。普段より意識
した活動が必要だと思います。

講師
フｱシリ
テータ


